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厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
25
年
の
平
均
寿
命
は
男
性
８

０
．

２
１
歳
、
女
性
８
６
．

６
１
歳
で

男
性
が
初
め
て
80
歳
を
越
え
、
女

性
も
４
年
ぶ
り
に
過
去
最
高
を
更

新
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 
「
高
齢
人
生
」
を
「
幸
齢
人
生
」

へ
…
定
年
後
の
人
生
を
い
か
に
充

実
し
た
も
の
と
し
て
い
く
か
。 

あ
る
研
究
財
団
で
「
家
庭
で
も
職

場
で
も
な
い 

〃

第
三
の
居
場
所
づ

く
り
〃

の
必
要
性
」
を
訴
え
る
。 

〃

第
三
の
居
場
所
〃

と
は
「
人
と
の

や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
楽
し
く
居
心

地
の
よ
さ
を
感
じ
る
」
場
所
の
こ
と
。 

 

調
査
に
よ
る
と
75
歳
以
上
の
企

業
退
職
者
の
多
く
が
70
代
半
ば
か

ら
80
歳
ま
で
に
社
会
活
動
を
部
分

的
に
中
止
す
る
一
方
「
身
体
的
、
肉

体
的
に
負
担
の
少
な
い
」
「
徒
歩
・

自
転
車
で
通
え
る
近
場
」
の
活
動
を

継
続
し
て
い
る
特
徴
が
見
ら
れ
る

そ
う
だ
。 

地
域
に
根
ざ
し
た
人
と
の
触
れ

合
い
、
つ
な
が
り
を
築
く
新
た
な
一

歩
が
定
年
後
の
人
生
を
さ
ら
に
豊

か
な
も
の
に
す
る
と
い
え
よ
う
。 

 

 

「
高
齢
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加

意
識
調
査
」
で
は
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
」「
趣
味
」「
地
域
行
事
」
な
ど
の

活
動
に
参
加
し
た
い
人
の
割
合
は

60
代
で
８
割
、
70
代
で
７
割
、
80

代
で
５
割
強
と
の
結
果
だ
っ
た
。 

  

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
参
加

し
た
人
を
対
象
と
す
る
調
査
で
は
、

体
操
や
歩
こ
う
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
の
「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」
や
俳

句
や
詩
吟
と
い
っ
た
「
趣
味
」
の
分

野
に
お
い
て
９
割
以
上
が
満
足
と

回
答
し
て
い
る
。 

理
由
と
し
て
「
新
し
い
友
人
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
生
活
に
充
実

感
が
で
き
た
」
な
ど
を
上
げ
ら
れ
た
。 

 
 米

国
の
社
会
学
者
レ
イ
・
オ
ル
デ

ン
バ
ー
グ
は
、
自
宅
と
職
場
で
の
役

割
か
ら
解
放
さ
れ
る
「
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
（
第
三
の
場
）
が
あ
っ
て
こ
そ

人
間
と
し
て
心
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
と
訴
え
た
。 

そ
の
”
場
“
の
条
件
に 

① 

地
位
や
身
分
、
年
齢
に
関
係
な

く
誰
で
も
受
け
入
れ
る
。 

② 

主
た
る
活
動
は
楽
し
い
会
話
。 

③ 

そ
こ
に
は
常
連
が
い
て
新
来
者

と
常
連
の
交
流
が
場
に
活
動
を

与
え
て
い
る
等
を
挙
げ
た
。 

 

 

退
職
さ
れ
た
方
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
方
、
そ
の
他
中
々
自

分
の
居
場
所
を
作
る
の
が
苦
手
と

思
っ
て
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
町
内
会
で
は
、
第
一
木
曜

日
「
映
写
会
」
（
さ
く
ら
会
主
催
）、

第
二
木
曜
日
「
趣
味
の
会
」、
第
３
、

第
４
木
曜
日
「
カ
ッ
ピ
ー
体
操
＆
カ

ラ
オ
ケ
茶
話
会
」
、
毎
週
土
曜
日
「
子

ど
も
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
四
季
を
通
じ
て
「
新
年
会
」

「
花
見
会
」「
民
謡
流
し
」「
納
涼
会
」

「
芋
煮
会
」「
忘
年
会
」（
さ
く
ら
会

主
催
）
等
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
で
は
交
流
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。 

一
歩
踏
み
出
す
と
こ
ろ
に
豊
か

な
「
幸
齢
人
生
」
の
舞
台
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
自
分
で
居
場
所
を
作
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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志
木
市
デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
登
録
受
付
中
で
す 

      

志
木
市
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？ 

タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
、
自
宅
か
ら
、

市
内
の
共
通
乗
降
場
に
１
台
１
回

300
円
で
利
用
で
き
ま
す
。  

登
録
で
き
る
方
は
？ 

志
木
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
※
１

、
要
介
護
等
認
定

者
、
妊
婦
の
方
※
２

、
未
就
学
児
※
３

で
す
。 

利
用
登
録
は
？ 

ま
ず
は
事
前
の
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。 

次
に
利
用
登
録
証
を
発

行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
（
発
行

ま
で
に
１
週
間
程
度
を
要
し
ま
す
。） 

利
用
登
録
証
は
、
事
前
予
約
時
や

利
用
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。 

利
用
登
録
の
受
付
は
、
平
成
27

年
５
月
11
日
（
月
）
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

利
用
登
録
さ
れ
る
方
は
、
利
用
登

録
申
請
書
を
志
木
市
役
所
生
活
安

全
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
） 

利
用
登
録
申
請
書
は
、
柳
瀬
川
駅

前
出
張
所
、
志
木
駅
前
出
張
所
に
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

利
用
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
申
請
書
を
早
急
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
利
用
登
録
申
請
書
の
内
容
は
、
市

役
所
関
係
課
に
お
い
て
記
載
内
容

を
確
認
し
、
志
木 

市
デ
マ
ン
ド
交
通 

事
業
者
と
共
有
し 

ま
す
。  

 

 

予
約
や
運
行
日
時
は
？ 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
８

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。 

日
曜
日
、
祝
休
日
、
年
末
年
始
（
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
）
は
予
約
、

運
行
と
も
行
い
ま
せ
ん
。 

事
前
予
約
制
っ
て
何
？ 

利
用
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。 

デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
す
る

に
は
、
電
話
で
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

一
週
間
前
か
ら
予
約
が
で

き
ま
す
。 

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
直
接
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
(

有)

志
木
合
同
タ
ク
シ
ー 

０
４
８-

４
７
１-

０
０
３
３ 

 

三
和
富
士
交
通(

株)
  

０
４
９-

２
７
４-

４
０
０
０ 

（
株)

昭
和
交
通 

０
４
８-

４
６
１-

０
０
５
９ 

 
利
用
料
金
は
い
く
ら
？ 

１
台
１
回
300
円
の
定
額
料
金
で

す
。 

介
助
者
や
、
保
護
者
等
が
同

乗
し
て
も
、
料
金
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。  

運
行
範
囲
は
？ 

志
木
市
内
の
み
（
例
外
と
し
て
、

志
木
駅
南
口
を
含
み
ま
す
。
）
で
、

次
の
３
形
態
に
よ
る
運
行
で
す
。 

① 

自
宅
か
ら
共
通
乗
降
場 

② 

共
通
乗
降
場
か
ら
共
通
乗
降
場 

③ 

共
通
乗
降
場
か
ら
自
宅 

共
通
乗
降
場
は
？ 

市
内
の
主
な
施
設
で
、
公
共
施
設
、

医
療
施
設
、
商
業
施
設
等
で
す
。 

予
約
の
際
、
利
用
す
る
乗
降
場
番

号
お
よ
び
施
設
名
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。  

（
例
）
Ａ
２ 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

Ｈ
１ 

Ｔ
Ｍ
Ｇ
宗
岡
中
央
病
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
ど 

利
用
上
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て 

直
前
の
予
約
の
場
合
、
予
約
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
悪
天
候
時
や
、

鉄
道
の
運
行
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

予
約
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

予
約
後
、
都
合
に
よ
り
利
用
を
取

り
や
め
る
場
合
は
、
早
め
に
予
約
し

た
タ
ク
シ
ー
会
社
に
、
必
ず
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
予
約
が

市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
本

格
実
施
に
先
立
ち
、
デ
マ
ン
ド

交
通
を
実
施
し
た
場
合
の
利

用
状
況
や
、
ほ
か
の
公
共
交
通

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
検
証

す
る
た
め
、
平
成
27
年
７
月

１
日
よ
り
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

実
験
を
行
い
ま
す
。 

 



広報やなせがわ第 41 号（2015 年 06 月 18 日発行）     － 3 － 

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
場
合
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
300
円
が
発
生 

す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

乗
降
場
所
は
、
自
宅
と
共
通
乗
降

所
の
み
で
、
途
中
で
の
立
寄
り
や
、

乗
り
合
い
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

乗
り
降
り
は
自
分
で
し
て
く
だ

さ
い
。 

た
だ
し
介
助
が
必
要
な
場

合
は
、
介
助
者
と
同
乗
が
で
き
、
介

助
者
は
利
用
登
録
が
な
く
て
も
同

乗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

未
就
学
児
の
み
の
乗
車
は
で
き

ま
せ
ん
。
16
歳
以
上
の
保
護
者
な

ど
の
同
乗
が
必
要
で
す
。 

駅
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
タ
ク

シ
ー
と
、
街
な
か
の
空
車
の
タ
ク
シ

ー
は
、
事
前
予
約
を
し
て
い
な
い
た

め
デ
マ
ン
ド
交
通
と
し
て
利
用
で

き
ま
せ
ん
。 

路
線
バ
ス
へ
乗
り
継
ぎ
を
希
望

す
る
場
合
、
バ
ス
の
時
刻
表
を
確
認

の
う
え
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
補
注
） 

※
１ 

「
障
が
い
者
等
」
と
は
、
身
体
障
が

い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

で
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、
お
よ

び
難
病
患
者
（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医

療
等
に
関
す
る
法
律
の
対
象
と
な
る
疾
病

に
該
当
す
る
方
）
で
す
。 

※
２ 

妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
出
産
予
定

日
＋
１
か
月
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

※
３ 

未
就
学
児
の
み
の
乗
車
は
で
き
ま

せ
ん
。
16
歳
以
上
の
保
護
者
な
ど
と
同
乗

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
入
学
す

る
年
の
３
月
31
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

             

※
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
報
を
ご

覧
に
な
る
方
は
左
記
に
各
申
請
書
、
共

通
乗
降
場
一
覧
表
の
リ
ン
ク
を
貼
り

ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

利
用
登
録
申
請
書
（
第
１
号
様
式
） 

利
用
登
録
証
再
交
付
依
頼
書
（
第
２
号
様
式
） 

共
通
乗
降
場
一
覧
［
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル] 

                             

                             

予
約
の
申
し
込
み
は 

６
月
26
日
ま
で
（当
日
消
印
有
効
） 

30％お得な志木市のプレミアム付き商品券 

 

http://www.city.shiki.lg.jp/resources/content/60357/20150409-165352.pdf
http://www.city.shiki.lg.jp/resources/content/60357/20150409-165420.pdf
http://www.city.shiki.lg.jp/resources/content/60357/20150409-165520.pdf
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細
菌
性
食
中
毒
予
防
の 

基
本
三
原
則 

 

１.

清
潔
：
食
品
に
食
中
毒
菌
を
付

け
な
い
。 

清
潔
と
は
見
た
目
の
清
潔
で
は

な
く
、
細
菌
学
的
に
清
潔
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

細
菌
は
目
で
見
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。 

手
洗
い
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
食
器
、
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ

き
ん
な
ど
を
は
じ
め
調
理
器
具
は

洗
浄
消
毒
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

２
．
迅
速
：
食
中
毒
菌
に
増
殖
す
る

時
間
を
与
え
な
い 

細
菌
は
時
間
と
と
も
に
２
分
裂

で
増
え
て
い
き
ま
す
。 

時
間
の
経

過
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
の
で
、
買
っ
て
き
た
食
品
、
ま
た
、

調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
は
常
温
で

長
く
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

 ３.

加
熱
ま
た
は
冷
却
で
菌
を
や
っ

つ
け
る 

加
熱
で
き
る
食
品
は
十
分
に
加

熱
し
て
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。 

食
品
の
中
心
温
度
が
75
℃
で
１

分
以
上
加
熱
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。 中

心
温
度
計
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。 

冷
蔵
・
冷
凍
す
る
こ
と

に
よ
り
細
菌
の
増
殖
は
お
さ
え
ら

れ
ま
す
が
、
死
滅
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
常
温
に
も
ど
せ
ば

活
動
を
始
め
ま
す
。 

冷
蔵
庫
で
も
、

ゆ
る
や
か
に
増
殖
す
る
細
菌
も
あ

り
過
信
は
禁
物
で
す
。 

              

去
年
あ
た
り
か
ら
、
マ
ダ
ニ
対
策

の
記
事
を
良
く
見
か
け
ま
す
。 

 

森
林
や
草
む
ら
な
ど
で
咬
ま
れ

る
よ
う
な
の
で
、
公
園
で
遊
ぶ
子
供

達
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
を
保
有
し

て
い
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
と
、
重

症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

主
な
症
状
は
発
熱

と
消
化
器
症
状
で
重
症
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
他
に
も
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す

る
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。 

全
て
の
マ
ダ
ニ
が
ウ
ィ
ル
ス
を

保
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
予
防
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。 

マ
ダ
ニ
が
生
息
し
て
い
そ
う

な
場
所
で
活
動
す
る
時
は
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
手
袋
を
着
用
し
、

首
に
は
タ
オ
ル
を
巻
く
な
ど
の
肌

の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

マ
ダ
ニ
を
確
認
し
や
す

い
明
る
い
衣
服
が
お
勧
め
で
す
。 

も
し
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま

っ
た
ら･･

･

。 

マ
ダ
ニ
は
皮
膚
に
口
器
を
突
き

刺
し
て
長
時
間
吸
血
し
ま
す
。 

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と

マ
ダ
ニ
の
一
部
が
残
っ
て
化
膿
し

た
り
、
マ
ダ
ニ
の
体
液
を
逆
流
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
医
療
機
関
で
の
処
置
が
望
ま

し
い
で
す
。 

ま
た
そ
の
後
、
数
週
間
程
度
は
体

調
の
変
化
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

国
立
感
染
症
研
究
所
や
厚
生
労

働
省
の
Ｈ
Ｐ
に
詳
し
い
情
報
が
載

っ
て
い
ま
す
。 

この時期からの 

食中毒予防 
梅雨から夏にかけて食中毒が多く発生します。 

特に細菌性食中毒が多くＯ-１５７、サルモネラ菌、

カンピロバクター、黄色ブドウ球菌等による食中毒

が有名です。 

食中毒防止のため下記のことを注意、実行し健

康な毎日を過ごしたいものです。 

 

 

厚生労働省携帯版 
ホームページURL 
http://mobile.mhlw.go.jp/ 

http://mobile.mhlw.go.jp/
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５
月
17
日
、
晴
天
の
日
曜
日
「
い

ろ
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
５
」
が
い
ろ
は
親
水
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

目
玉
は
勿
論
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
市
民
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
目
的
で
普
及

さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
全

国
大
会
は
こ
の
志
木
で
の
開
催
が

は
じ
め
て
。 

 

基
本
的
に
は
ポ
ー
ル
を
手
に
歩

く
だ
け
の
こ
と
で
す
が
、
安
全
で
健

康
的
か
つ
姿
勢
よ
く
歩
く
姿
が
と

て
も
美
し
い
と
全
国
で
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
メ
ジ
ャ

ー
で
は
な
く
、
は
じ
め
て
目
に
す
る

人
の
た
め
に
ミ
ニ
体
操
教
室
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
２
㎞
、

７
㎞
、
10
㎞
、
20
㎞
と
わ
か
れ
、 

順
次
出
発
。 

私
が
会
場
に
つ
い
た
頃
、
丁
度
７

㎞
コ
ー
ス
の
人
達
が
出
発
し
た
と

こ
ろ
で
、
案
外
若
い
人
や
子
供
た
ち

の
参
加
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。 

             

思
い
の
ほ
か
、
ペ
ー
ス
が
速
い
の

に
も
少
し
び
っ
く
り
。 

 

体
験
も
し
て
み
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
と
り
あ
え
ず
説
明
だ
け
聞
い

て
次
へ
。 

会
場
に
は
沢
山
の
ブ
ー
ス
が
あ

り
、
メ
タ
ボ
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
、

脳
血
管
年
齢
な
ど
の
測
定
、
ま
た
、

㈱
ミ
ズ
ノ
の
協
力
で
足
圧
測
定
な

ど
も
し
て
い
ま
し
た
。 

夫
と
二
人
、

片
足
立
ち
、
早
足
歩
行
に
よ
る
体
力

測
定
と
骨
密
度
測
定
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

神
経
痛
も
省
み
ず
、
が
ん
ば
っ
た

お
か
げ
で
全
て
◎
、
同
年
齢
の
平
均

以
上
の
結
果
に
大
満
足
。 

 

地
元
の
新
鮮
野
菜
も
し
っ
か
り

ゲ
ッ
ト
し
、
多
く
の
参
加
者
と
協
力

者
の
お
か
げ
で
益
々
も
り
あ
が
る

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
こ
れ

を
機
会
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
い

で
す
ね
。 

広
報
部 

竹
前 

             

                        
 

５
月
の
「
趣
味
の
会
」
は
大
福
を 

手
作
り
し
ま
し
た
。 

編
み
物
、
吊

る
し
飾
り
、
蛤
を
使
っ
た
雛
人
形
…

楽
し
い
企
画
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

第
２
木
曜
日
、
午
後
１
時
よ
り
町

内
会
館
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

第２木曜日は 

趣味の会 
 

当日の大福づくりの様子～♪ 出来上がった大福がこちら 
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７
班
の
佐
々
木
征
四
郎
さ
ん
が

今
年
、
百
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。 

 

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
１
月

７
日
の
生
ま
れ
で
す
。 

 現
況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
何
時
も
何
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。 

Ａ
．
毎
日
テ
レ
ビ
（
特
に
ス
ポ
ー
ツ
）

を
見
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
息
子
と
将
棋
を
す
る
こ
と
が

楽
し
み
の
１
つ
で
時
々
対
戦
し
て

い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
趣
味
は
何
で
す
か
。 

Ａ
．
趣
味
は
麻
雀
で
す
。 

 

Ｑ
．
食
べ
物
、
飲
み
物
は
何
が
好
き

で
す
か
。 

Ａ
．
食
べ
物
は
な
ん
で
も
食
べ
ま
す

が
和
食
が
好
き
で
す
。
特
に
魚
類
が

好
き
で
す
。 

酒
類
も
飲
み
ま
す
が

ビ
ー
ル
が
好
き
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 

 

Ｑ
．
町
会
の
こ
と
や
、
過
去
の
思
い

出
は
有
り
ま
す
か
。 

Ａ
．
過
去
の
思
い
出
と
し
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
歌
合
戦
な
ど
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。 

 

佐
々
木
さ
ん
は
足
が
少
し
不
自

由
し
て
い
ま
す
が
他
は
大
変
お
元

気
で
耳
や
目
は
変
り
な
く
、
頭
の
回

転
の
速
さ
に
は
驚
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
町
会
の
集
ま
り
や

宴
会
に
元
気
な
お
顔
を
見
せ
て
い

た
だ
き
歌
な
ど
歌
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

生
ま
れ
て
か
ら
今
年
６
月
１
日

で
３
６
、

３
０
５
日
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
壮
年
期
で
す
。 

４
０
、

０
０
０
日
を
目
標
に
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。 

          

佐
々
木
さ
ん
と 

同
学
年
の
… 

  

市
川 

崑 
 

日
本
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
映
画
監

督
。 

代
表
作
に
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』

『
お
と
う
と
』『
野
火
』『
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
』『
犬
神
家
の
一
族
』『
細

雪
』
な
ど
。 

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
活

躍
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
女

優
。 

ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ト
と

共
演
し
た
『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』
（
１

９
４
２
年
）
は
有
名
。 

ビ
リ
ー
・
ホ
リ
デ
イ 

サ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ン
や
エ
ラ
・
フ
ィ

ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
並
ん
で
、
女
性

ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
御
三
家

の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。 

串
田 

孫
一 

著
作
は
山
岳
文
学
、
画
集
、
小
説
、

人
生
論
、
哲
学
書
、
翻
訳
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。 

詩
集
『
羊
飼
の
時
計
』、

『
山
の
パ
ン
セ
』
な
ど
が
主
著
。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%9B%A3%E7%9D%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%9B%A3%E7%9D%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%9B%A3%E7%9D%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A0%E7%94%BB%E7%9B%A3%E7%9D%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%81%AE%E7%AB%AA%E7%90%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%8A%E3%81%A8%E3%81%86%E3%81%A8_(1960%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8E%E7%81%AB_(%E5%B0%8F%E8%AA%AC)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF#.E8.A8.98.E9.8C.B2.E6.98.A0.E7.94.BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF#.E8.A8.98.E9.8C.B2.E6.98.A0.E7.94.BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF#.E8.A8.98.E9.8C.B2.E6.98.A0.E7.94.BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF#.E8.A8.98.E9.8C.B2.E6.98.A0.E7.94.BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8A%AC%E7%A5%9E%E5%AE%B6%E3%81%AE%E4%B8%80%E6%97%8F_(1976%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E9%9B%AA_(1983%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E9%9B%AA_(1983%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E9%9B%AA_(1983%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E9%9B%AA_(1983%E5%B9%B4%E3%81%AE%E6%98%A0%E7%94%BB)
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今
更
な
が
ら
の
ご
挨
拶 

３
班 

五
十
子 

繁 
 

      

新
年
よ
り
町
内
会
館
管
理
者
を

し
て
い
ま
す
五
十
子
（
い
そ
こ
）
と

申
し
ま
す
。 

 

今
ま
で
仕
事
の
関
係
で
、
東
京
近

辺
の
勤
務
地
で
は
「
朝
は
朝
星
、
夜

は
夜
星
」
ま
た
平
成
元
年
よ
り
単
身

赴
任
で
峠
の
釜
め
し
で
有
名
な
群

馬
県
横
川
方
面
に
八
年
半
、
北
陸
支

店
（
新
潟
）
五
年
、
東
北
支
店
（
仙

台
）
三
年
と
ほ
と
ん
ど
町
内
会
と
関

わ
る
事
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
状
況
で
し
た
の
で
近
隣

の
皆
様
に
は
誠
に
恐
縮
で
す
が
面

識
が
少
な
く
、
先
日
の
町
内
会
に
出

席
し
た
時
は
最
近
こ
の
地
に
転
居

し
て
き
た
か
の
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。 

 

実
は
、
こ
の
機
に
調
べ
ま
し
た
と

こ
ろ
昭
和
59
年
１
月
か
ら
こ
の
地

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
31
年
半

ほ
ど
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
お
役
に

た
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
家
庭
で
も
ゴ
ミ
の
出

し
方
、
ゴ
ミ
か
ご
を
出
す
当
番
、
回

覧
板
の
回
す
順
序
等
、
少
し
ず
つ
家

内
よ
り
教
わ
っ
て
お
り
、
44
年
間

の
会
社
勤
め
か
ら
解
放
さ
れ
た
生

活
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

東
京
の
雑
踏
が
嫌
い
な
私
に
と

っ
て
川
が
流
れ
、
緑
が
多
い
こ
の
地

は
非
常
に
住
み
や
す
く
、
柳
瀬
川
の

土
手
で
毎
年
眺
め
ら
れ
る
桜
は
昔

親
父
に
よ
く
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た

江
戸
川
の
桜
並
木
（
今
は
あ
り
ま
せ

ん
）
を
思
い
出
し
懐
か
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。 

 

早
朝
、
土
手
を
歩
く
と
雉
の
鳴
き

声
が
ケ
ー
ン
・
ケ
ー
ン
と
聞
こ
え
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

 

東
武
線
に
も
縁
が
あ
り
、
小
さ
い

頃
は
東
武
亀
有
線
（
江
戸
川
区
）
、

今
は
東
武
東
上
線
と
親
し
み
を
感

じ
て
い
ま
す
。 

志
木
に
は
昭
和
38
年
３
月
に
一

度
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
も
何
か

の
縁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
人
生 

  

レ
ス
ト
ヴ
ィ
ラ
志
木
柳
瀬
川 

坂
井 

房
子 

  

平
成
24
年
12
月
に
レ
ス
ト
ヴ

ィ
ラ
志
木
柳
瀬
川
の
住
人
と
な
り

二
年
半
に
な
り
ま
す
。 

 

柳
瀬
川
町
内
会
の
行
事
に
参
加

さ
せ
て
戴
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。 

 

冬
期
間
は
体
調
を
く
ず
し
欠
席

し
ま
し
た
が･･･

。 

レ
ス
ト
ヴ
ィ
ラ
は
、
春
、
柳
瀬
川

ぞ
い
の
堤
防
の
桜
並
木
が
見
事
で

す
。 

人
の
一
生
に
は
い
く
つ
か
の

転
機
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

運
命
と

云
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

         

だ
ま
し
絵
の 

や
う
な
ひ
と
世
で 

あ
り
し
よ
と 

逝
く
際
わ
れ
も 

思
ふ
な
ら
ん
か 

 
 ト

ン
ト
ン
と 

い
つ
も
と
び
ら
を 

ノ
ッ
ク
さ
れ 

プ
ラ
バ
シ
ー
な
ど 

ど
こ
に
も
あ
ら
ぬ 

 
 泳

ぎ
来
し 

鴨
の
親
子
は 

嘴
（
く
ち
ば
し
）
を 

水
に
突
き
入
れ 

 

尾
を
天
へ
向
く
（
や
な
せ
川
で
） 

 
 緋

の
牡
丹 

蕾
ふ
く
ら
み
始
め
た
り 

ほ
の
か
に
亡
夫
の 

記
憶
を
つ
つ
み 

 
 身

の
ま
わ
り 

想
い
出
の
な
き
も
の
は
な
し 

七
宝
焼
の
楊
枝
入
れ
と
て 

 
 

幼
少
時
は
横
須
賀
で
、
壮
年
期
を
札

幌
、
老
年
は
、
こ
こ
志
木
の
ホ
ー
ム
で

の
暮
ら
し
が
私
の
運
命
で
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト

 

 
 

今
年
は
５
年
に
１
度
の
花
火
大
会
で
す
。 



                      － 8 －     広報やなせがわ第 41号（2015年 06月 18日発行） 

志
木
市
の
大
そ
う
じ 

 

５
月
９
日
（
土
）
に
『 

親
と
子
の
市

内
ま
る
ご
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
パ
ー
ト

１ 

』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                      

ツ
ツ
ジ
の
名
称
と
由
来 

 

梅
雨
の
前
の
心
地
い
い
風
に
誘
わ

れ
、
ち
ょ
っ
と
花
を
見
に
…
そ
ん
な
気

分
に
な
る
爽
や
か
な
季
節
で
す
。
今
は

時
期
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
春

の
代
表
的
な
花
、
あ
ざ
や
か
な
彩
り
で

多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
る
花
に
ツ
ツ

ジ
が
有
り
ま
す
。 

ツ
ツ
ジ
を
漢
字
で
書
く
と
「
躑
躅
」
、

バ
ラ
の
「
薔
薇
」
と
並
ん
で
読
め
て
も

書
け
な
い
典
型
的
な
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

「
薔
薇
」
は
バ
ラ
、
「
葡
萄
」
は
ブ

ド
ウ
、
「
菖
蒲
」
は
ア
ヤ
メ
、
い
か
に

む
ず
か
し
い
漢
字
で
も
、
「
草
か
ん
む

り
」
が
付
い
て
い
て
く
れ
れ
ば
、
草
花

の
名
前
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
。

で
も
足
へ
ん
の
「
躑
躅
」
が
ツ
ツ
ジ
を

表
す
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

漢
字
の
「
躑
躅
」
は
「
て
き
ち
ょ
く
」

と
読
み
ま
す
。 

「
て
き
ち
ょ
く
」
の
意
味
は
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
を
羊
が
誤
っ
て
食
べ
た
と
こ

ろ
、
足
ぶ
み
し
て
も
が
き
、
う
ず
く
ま

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
「
躊
躇
す

る
」、「
足
踏
み
す
る
」、「
行
き
つ
も
ど

り
つ
す
る
」、「
地
団
駄
を
踏
む
」
等
の

意
味
と
な
り
、
ツ
ツ
ジ
の
花
を
見
る
人

の
足
を
引
き
止
め
る
美
し
さ
か
ら
こ

の
漢
字
が
使
わ
れ
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。 

註
：
日
本
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
木
全
体
に
毒

が
あ
り
、
食
害
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
野

生
の
鹿
も
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
食
べ
な
い

そ
う
で
す
。 

 

「
躑
躅
」
本
来
の
意
味
が
こ
れ
ら
か
ら

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
足
へ
ん
」
が
付

い
て
い
る
の
も
ナ
ッ
ト
ク
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。 

「
躑
躅
」
の
漢
字
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

躑
躅
は
中
国
語
で
「
チ
ー
チ
ュ
ー
」

と
発
音
し
「
チ
ー
チ
ュ
ー
」
を
語
源
と

し
て
、
和
名
の
「
ツ
ツ
ジ
」
に
当
て
た

と
も
あ
り
ル
ー
ツ
に
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
実
際
の
語
源
は
「
わ
か
ら
な
い
」

よ
う
で
す
。 

《
躑
躅
の
「
躑
」
は
「
ツ

ツ
ッ
と
進
む
」、「
躅
」
は
「
ジ
ッ
と
止

ま
る
」》
こ
れ
が
本
当
の
語
源
か
な
!! 

中
国
で
は
羊
を
飼
う
山
野
に
は
沢

山
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
植
わ
っ
て
い

た
の
で
ツ
ツ
ジ
と
羊
の
行
動
か
ら
「
羊

躑
躅
」
と
い
う
名
を
付
け
た
と
有
り
ま

す
。 

日
本
で
は
「
羊
」
を
外
し
て
「
躑

躅
」
だ
け
に
し
た
よ
う
で
す
。 

 

編
集
後
記 

 

北
海
道
を
除
く
地
域
で
は
、
梅
雨
入

り
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
６
月
は
８

月
と
並
ん
で
国
民
の
祝
日
が
無
い
月

で
学
校
や
仕
事
嫌
い
な
人
に
は
歓
迎

さ
れ
な
い
月
で
す
。 

広
報
部
は
６
月
も
頑
張
り
広
報
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

タ
チ
ア
オ
イ
は
梅
雨
葵
と
も
い
わ

れ
１
番
目
の
花
が
咲
い
た
ら
梅
雨
入

り
、
最
後
の
先
端
が
咲
い
た
ら
梅
雨
明

け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

う
っ
と
う
し
い
毎
日
で
す
が
、
気
持

ち
だ
け
は
さ
わ
や
か
に
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。 

雨
の
外
出
も
ま
た
風
情
有
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

広
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広
報
や
な
せ
が
わ 
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